
4-2-2 研究所長の研究活動 

             研究所長 秦 順一（現；総長） 
 

1.研究概要 

おもな研究プロジェクトは以下のごとくである。 

１） ウイルムス腫瘍の分子病理学的研究 

２） 小児固形腫瘍の多施設臨床研究における中央病理診断および検体センターのあり方に関する研究 

３） 小児難治性疾患の登録システムの構築に関する研究 

 
2.取得した研究費 
2.1  厚生労働科研費 対がん１０ヵ年総合戦略研究事業 
 「難治性小児がんの臨床特性の分子情報とその理論を応用した診断・治療法の改善」 

主任研究者 

2.2  厚生労働科研費 対がん１０ヵ年総合戦略事業、臨床研究分野 
 「進行性神経芽腫の新たな治療法の開発に関する研究」 

    分担研究者 

2.3  厚生労働科研費 効果的医療技術の確立推進臨床研究事業 
「小児肉腫に対する至適治療を目指した臨床試験とその基盤整備に関する研究」 

平成15、16年度分担研究者 

 
3.教育活動 

慶應義塾大学医学部客員教授 

徳島大学ゲノム機能センター客員教授 

順天堂大学医学部非常勤講師（病理学） 
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